
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人 さつま町シルバー人材センター 

事務局だより 

２０２５ 

7 月号 

『ＳＣ』は シルバー人材センター、 『県シ連』は 鹿児島県シルバー人材センター連合会、 『全シ協』は 全国シルバー人材センター事業協議会 

『高齢法』は 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律の略です。                        ☎ 0996-24-1077 

 

 

盛夏の候 会員並びに関係各位には、ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 

 今年の梅雨入りはかなり早いでしたが、結果的に梅雨明け（6月 27日午前 11時）も早かったで

すね。本格的な酷暑の時期となり、熱中症への警戒や対策を促す報道が盛んになっています。気温が

３０度を超える、いわゆる真夏日、さらには 35度を超える猛暑日となっている状況下、熱中症のリ

スクはますます高まっており、全国各地で熱中症患者が出ているようです。 

 そして国は、熱中症による死亡災害が２年連続で３０人レベル、熱中症は死亡災害に至る割合が他

の災害の５～６倍、死亡者の約７割は屋外作業であるため気候変動の影響により更なる増加の懸念、

これらの理由を根拠として、労働安全衛生規則を改正しました。（令和７年６月１日施行） 

改正労働安全衛生規則の基本的な考え方は、「見つける」⇒「判断する」⇒「対処する」としてお

り、現場において死亡に至らせない（重篤化させない）ための適正な対策が盛り込まれています。 

近年の当センターにおける熱中症事例は、統計上、令和３年度に３件、令和５年度に１件発生して

おります。ただ、この数値は熱中症により通院又は入院に至った事例の件数であり、熱中症の疑いが

あったものや軽度の症状に留まったもの（ヒヤリハット）を含めると相当数の事例があるものと推測

しております。よって、熱中症対策は、今後も継続的に確実に実行する必要があるため、安全適正就

業計画や酷暑時期の作業ガイドライン等を活用した対応を継続的に実施していきます。 

 作業をされる会員におかれましても、これまでどおりの熱中症対策（水分・塩分の補給、こまめな

休憩、作業時間の短縮や時間帯の調整等）に努め、安全就業の確保と実践をお願いします。 

 

 それでは事務局だより７月号です。 

❶ 入 会 会 員 情 報  

月単位の入会者実績として、実に 24 ヶ月連続で新規入会いただいてお

ります。引き続き会員確保活動を推進しますので、会員の皆様におかれま

しても「会員一人一会員確保運動」よろしくおねがいします。 

会員数【男性 : 198名 女性 : 118名 計 : 316名】 

№ 新会員氏名 地域班 年齢 性別 入会日 備考 

１ 匿 名 希 望 宮之城屋地２班 65 女 R7.6.18  

 
   求人案内：さつま町役場の清掃作業に従事していただける会員を募集しております。 

 業務内容：施設内の清掃（フロアのモップ掛け、トイレ清掃など） 

 就業日：週５日（月～金）※２グループによる隔週就業（１グループ３名） 

 就業時間：午前８時から正午まで 配分金：１就業 4,188円（交通費込） 

     お問合せは業務担当まで！（業務担当：德田）0996-24-1077 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸ 全シ協安全就業優良センター受章 

❷ 7月の入会説明会について 

６月定例の入会説明会を、7月１5日（火）午前９時よりさつま町シルバ

ー人材センターで実施します。 

「さつま町にお住まいの方」で、「60歳以上」の「元気で就業意欲のある

方」「シルバー事業の目的や趣旨に賛同していただける方」であればどなたで

も入会できます。ご来場をこころよりお待ちしております。 

あなたのやる気、経験、知識をシルバー事業で活かしてください。 

7/１5  9 時 

SC 会議室 

 この度、さつま町ＳＣは、全シ協より令和 7 年度安全就業優良ＳＣとして表彰を受けました。 

優良ＳＣ賞は、安全就業に係る取り組みとその内容に一定の基準が設けられており、県シ連の推薦

をもって全シ協内委員会で審査されます。 

審査の結果、見事当センターが選出され、6 月 24 日に東京都で開催された全シ協総会時の表彰式に

て、全シ協金子会長より表彰状が贈られました。 

今回の表彰は、ひとえに安全適正就業推進委員会を主として安全就業に関わったすべての会員、職

員、関係者を讃えるものであり、日頃からの安全就業への献身的な取り組みに対して改めて感謝申し

上げたく思います。日頃からの安全就業へのご尽力、誠にありがとうございます。 

 

今回の表彰を励みに、今後も安全適正就業の確保に努めていきましょう。 

表彰状を受け取る小椎八重理事長 

❹ センター設立２０周年記念実施事業について 

センター設立２０周年にあたり、昨年度に 20 周年記念事業実行委員会を設置し、総務・普及啓発・記念誌発
行の３つの部会において実施事業に係る協議を進めているところです。 
各部会で協議が進むなかでの決定事項については、今後本誌においてもご案内していきたいと思いますので、

ご確認いただければと思います。 

決定事項等 

★ 20 周年記念事業キャッチフレーズ 「20 年 その先へ 新たな足跡を！」作者：轆轤直樹会員（船木班） 

★ 記念式典の日時・場所  令和 8 年 2 月 10 日（火）午前 9 時 30 分より 鶴田中央公民館 

★ 実施事業（案） 20 周年記念グラウンドゴルフ大会・シルバーフェスタ（町産業祭への参画、バザー・まごころの

店出店・刃物研ぎ・抽選会・相談コーナー等を検討中）、町議会議員・町職員との懇話会、記念誌

発行・他 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❺ 改正労働安全衛生法について （熱中症対策の強化） 

令和７年６月１日に改正労働安全衛生規則が施行されました。 

職場における熱中症による死亡災害の傾向から 対策の強化 が図られたものです。 

✔ 熱中症による死亡災害の傾向とは 

傾向① 熱中症による死亡災害が２年連続で３０人レベル 

傾向② 熱中症は死亡災害に至る割合が、他の災害の５～６倍 

傾向③ 志望者の約７割は屋外作業であるため、気候変動の影響により更なる増加の懸念 

 令和２年から５年の熱中症死亡災害を分析したところ 

 ほとんどが「初期症状の放置・対応の遅れ」が原因 

✓ 自分と仲間を守るために、作業会員にお願いしたいこと 

 

「見つける」報告を受けるだけではなく、熱中症の症状がある作業者を積極的に把握するよう努めましょう。 

具体的には 「全員で全員をチェックする」「定期的に声を掛け合う」など 

「判断する」対応の判断がつかない場合は、迷わず医療機関への搬送を要請してください。 

具体的には 「状態を確認しようとする時、意識の有無、自力で水分補給ができるか等の判断材料はありますが、 

体調の急変等により症状が悪化するケースがあるため、少しでも不安があり判断に迷う場合はすぐ 

に医療機関への搬送を要請しましょう。」 

「対処する」状況に応じ、迅速かつ適切に対処することにより、熱中症の重篤化を防止しましょう。 

具体的には 「できるだけ涼しい場所で体を冷やす」「経過観察中は体調不良者を一人にしない」 

死亡に至らせない（重篤化させない）ための適切な対策の実施が必要 

初期症状の放置・対応の遅れ その他

103件中 100件が初期症状の放置・対応の遅れ 

 

１００件の内容は以下のとおり 

（１）発見の遅れ 重篤可した状態で発見 78件 

（２）異常時の対応の不備 医療機関に搬送しない等 41件 

100件 

3件 

驚きの統計です。初期症状の放置・対応の遅れがなければ助かっ

た命があったかも知れないと思うと、とても切ないですし、なんと

か対策を講じなければならない事には納得がいきます。 

現場の状況によっては、涼しい場所（陰）がなかったり、体を冷やすための水がなかったりと、適切

な対応ができない事も想定されます。このような状況に対応しようとすると事前の確認と準備が重要

になります。涼しい場所はエアコンの効いた車の中、身体冷却用の水は事前に準備しておく等の対応

も対策のひとつになるかと思います。 

 

 

初期症状の放置・対応の遅れ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番外報告 『 西業務課長がコーチをする盈進排球団が全国大会へ 』 

 

❻ 熱中症対策に「暑熱バンド」の活用を！ 

 熱中症対策グッズ「暑熱バンド」の紹介です。 

暑熱バンドとは、熱中症リスクを可視化（見える化）するた

めの腕時計型の機器で、センサーで測定した脈波情報を基に、

暑熱環境下における作業や運動時の熱中症リスクを LED とバ

イブレーションで使用者に通知してくれるものです。 

当センター業務課長の「西孝三」がコーチを務める「盈進排球団」（監督：中島祥一さん）が、見事に県

予選を勝ち抜き、全国大会への出場を決めました。                                              

日頃からの練習と努力のすばらしい結果です。おめでとうございます。 

全国大会は８月４日から７日にかけて東京都で開催されます。全国の舞台においてもチームが一丸とな

り、精一杯のプレーを、なによりも全国大会の場を楽しんできてほしいですね。ファイト！盈進排球団！ 

暑熱バンドからの通知により、使用者は熱中症対策の基本である水分補給や休憩、あるい

は作業中止のタイミングを「自身の感覚によるもの」ではなく、「生理的且つ機械的」な判断

として認識することができます。ここに暑熱バンドの有用性があると思います。 

ただし、暑熱バンドを使用しているからと言って、自身の感

覚を無視できるものではありません。疲れたら休む、喉が渇い

たら水を飲むなどの感覚的な行動に併せ暑熱バンドを活用する

ことで、より良い安全就業と健康の維持・確保ができるかと思

います。 

暑熱バンドの活用、ぜひご検討ください。 
暑熱バンド裏センサー部 

参考：宣伝をするつもりはありませんが、記事内写真の暑熱バンドはセンター職員の私物で、WORKMAN が

販売している「暑熱バンド PRO」という商品です。（税込 2,900 円）電池式ですので、使用するには付属の

専用アダプタでの充電が必要になります。（連続稼働時間１２H） 

お手頃な金額でお求めやすいのではないでしょうか。 

ちなみに、暑熱バンドについては、他にもたくさんのメーカーから発売されております。 

WORKMAN オンラインストア 

暑熱バンド PRO  

詳細はこちらから 

 

鹿児島県予選突破おめでとう。 

全国大会もがんばってください。 


